
中等歴史教育における「戦争Jの教育内容開発 (II)

一一小単元「近現代日本の諸戦争」の場合一一

森才三

前稿 1)において，筆者は，これまでの近現代日本の諸戦争を扱った授業には「戦争の受動者・被害者

としての関係者」という視点から戦争を捉える授業が多いこと，そして，それは「民主主義社会の建設J

を「戦後社会の変革と再建」に置き換える捉え方に由来することを指摘し，今日の民主主義の新しい捉

え方として「批判的民主主義」を提案した。本稿では， r批判的民主主義」の主体を育てるとし、う社会

科目的観に立ち，その当事者としての「戦争を起こした当事者の責任を受け継ぐ関係者」という視点か

ら，近現代日本における戦争という行為の論理構造を解明する高等学校「地理歴史科」の教育内容の開

発に取り組み，その授業試案を教授書の形式で提示する。

1 .はじめに
21世紀を目前にした1999年5月，オランダ、でハーグ平

和アピール市民社会会議が聞かれ r21世紀の平和と正

義のためのハーグ・アジェンダ」が採択された。 20世紀

を振り返ると， 20世紀は，第一次世界大戦，第二次世界

大戦，そして冷戦による諸紛争と続き，まさに“戦争の

世紀"だ、ったことに改めて気づく。ハーグ・アジェンダ

は，こうした20世紀の負の遺産を21世紀に継承しないよ

うに，戦争をなくし「平和の文化j を実現するための，

4つの住からなる21世紀の行動の指針を示したものであ

る2)。その第 1の柱として「戦争の根本的原因と『平和

の文化JlJを提起されているが，まず戦争を引き起こし

た「暴力の文化Jを追究し，戦争の「原因」を解明する

することが， r平和の文化Jへの道程の第一歩であろう。

本稿では，こうした問題意識を新たなインセンティブ

に，前稿が残した課題である近現代日本の諸戦争の「原

因Jを解明する高等学校「地理歴史科Jの教育内容の開

発に取り組み，その授業試案を教授書の形式で提示する。

2. r行為の論E国構造を解明する授業開発の意義

筆者は，前稿においてなぜ~か ?J型の授業を 3

つに類型化したが，これを戦争の「原因」を解明する授

業にあてはめると原因Jをどこ求めるか，どんな説

明を求めるかによって，戦争の「原因」を解明する授業

は，次の[表 1】のように分類される。

【表 1】「原因Jを解明する授業の類型

類型 解明する対象 求める説明

A 因果的説明(十分条件)
トー一一ー 「社会や時代J構造

B 因果的説明(必要条件)

C 「行為の論理」構造 目的論的説明

戦争を引き起こした「暴力の文化」は，表 1にしたが

うと，戦争を引き起こすに至った「背景や条件Jすなわ

ち「社会や時代」構造と，戦争をした「意図ないし意思」

すなわち「行為の論理」構造，の 2つに集約して捉える

ことができる。このうち，前者を解明の対象とする授業

がタイプA ・タイプBであり，後者がタイプCである。

これらタイプA........Cの授業により暴力の文化」の諸

相を明らかにすることができる。

本稿では，近現代日本の諸戦争について， Cのタイプ

の授業の教育内容の開発に取り組みたい。それは，以下

の二つの理由からである。

一つは，これまで紹介された授業に cのタイプの授

業があまり見あたらない，ということである。社会科に

は依拠する社会科観や授業論によって様々な形態の社会

科がある 3) i!;， rなぜ~か?J型の授業を代表する社会

科として原因」の解明を通して科学的な知識の習得

をめざそうとする「社会科学科」がある。近年の優れた

その授業として，日本近現代史にかかわるものをあげる

と，以下のものがあげられる。

① 原田智仁「高等学校日本史の教材開発一小単元「日

米開戦への道」教授書試案一J(全国社会科教育学

会『社会科教育論叢Jl42集， 1995年， pp.90........101) 

② 井上明洋「日本近現代史の授業改革一「開発独裁

国家」教授書一J(全国社会科教育学会『社会科研

究』第53号， 2000年， pp.23........32) 

③ 宇都宮明子「現代社会の考察をめざす日本史授業

開発一総力戦体制の批判的学習を通して-J (全国

社会科教育学会『社会科教育論叢』第46集， 2007年，

pp.80........85) 

①は戦間期の日本の内外体制を黒沢文貴の研究に依拠し

て構造的に理解しようとする実践試案であり，典型的な

タイプAの授業である。また，②は戦前の日本社会の構

造を「開発独裁Jモデ、ルで捉えようとする実践試案，③
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は日本の近現代史を「総力戦体制」モデ、ルで捉えようと

する実践試案であり，いずれもタイプA.!::Bの混活タイ

プに分類される。ここで，②・③をAとBの混滑タイプ

としたのは，②・③においてはなぜ~か?J と追究

する因果的説明が，十分条件の説明なのか，必要条件の

説明なのか，意識して分けられていなし、からである。実

は社会科学科Jの授業のほとんどは， Aのタイプも

しくはAとBの混靖タイプであり cのタイプはあまり

見かけない。それは，事実認識を主たる守備範囲とする

咋土会科学科」においては，価値認識の領域に立ち入る

Cのタイプは「社会科学科」の仕事ではない，と見なさ

れたからである。一方市民社会科」は，確かに事実

的認識のみならず価値的認識までを守備範囲とするが，

そのメインは正当性を議論する価値判断であり，そこで

はCのタイプの授業はメインを導出するための，授業の

単なる一過程に嬢小化されてしまう。つまり，事実的認

識と価値的認識との間に一線を画して社会科の守備範囲

を考えようとする捉え方のなかで cのタイプの授業は

「干土会科学科」からは排され市民社会科」では軽ん

じられてきたわけである。かくして社会科学科」で

はCのタイプの授業はあまり見かけないのである。こう

した状況に対し，筆者は事実的認識か，価値的認識

かJという学習対象の観点、のみならず分析か，反省

か，代案か」とし、う学習方法の観点も取り入れて「社会

科学科」を再定義し4) Cのタイプの授業を新しい「社

会科学科Jに加え，その教育内容開発にあたりたい。た

だし，新しい「社会科学科」において「行為の論理j構

造を分析する場合，その対象となる“行為"とは，社会

性と歴史性とを帯びた超個人的な“行為"であり，人の

なす行為一般ではない。 Cのタイプの授業の教育内容を

開発する意義の一つは，これまでの社会科教育実践の空

白を埋めるものであるといえよう。

もう一つは， Cのタイプの授業なくしては，私たちは

「戦争を起こした当事者」の関係者という意識を持ち得

ない，ということである。筆者は，前稿において，次の

2つのことを指摘した。すなわち， 一一①戦後なされて

きた戦争の授業は「戦争の被害者としての関係者」の視

点からのAのタイプの授業であり戦争を起こした当

事者」の視点、からの授業は見られない。②それは，民主

主義社会の建設を「戦後社会の再建と変革」と捉える考

え方，あるいはその後に出てくる「反映的民主主義の形

成Jと捉える考え方に由来している。一ーという 2点で

ある 5) 戦後社会の再建と変革の当事者」あるいは「反

映的民主主義形成の当事者」という捉え方は，新しい社

会の建設(r戦後社会の再建と変革」や「反映的民主主

義の形成J)のために， rなぜ戦争は起きたのか?J と問

いかけ rw社会や時代』構造のどこに問題があったの

か?J を解明していこうとする。それは戦争の被害

者としての関係者」という視点からの授業であり， r戦
争を起こした当事者」の視点からの授業ではない。誤解

を恐れずにいえば，未だに戦争責任や戦後責任の問題を

めぐって議論が絶えない理由の一端はここにあると考え

られる 6)。戦後60年を過ぎ，世代は交代し，誰も「戦争

を起こした当事者Jにはなりえない。そして，過去は遠

くなればなるほど，過去を見る視点は当事者から関係者

へ，関係者から観察者へと変わってし、く。しかし，私た

ちは「戦争を起こした当事者j にはなりえないが戦

争を起こした当事者」の責任は受け継がなければならな

い。いま戦争を捉える視点が年々関係者から観察者へと

傾いていくなか，それを引き戻し「戦争を起こした当事

者の責任を受け継ぐ関係者」の視点を可能にするものが，

Cのタイプの授業ではないだろうか。

このように cのタイプの授業の教育内容開発には，

社会科教育実践の空白を埋める，近現代日本の諸戦争を

「戦争を起こした当事者の責任を受け継ぐ関係者」とい

う視点から捉えることができる，という意義が認められ

るのである。

3. 小単元の内容構成
(1)内容構成の基本的枠組み

戦争は，国家ないし為政者が外交政策という形をとっ

てなした“行為と見ることができる。そこで本稿で

は，近現代日本が引き起こした 6つの戦争(日清戦争，

日露戦争，第一次世界大戦，満州事変， 日中戦争，太平

洋戦争)を，外交政策としての“行為"と見立て，その

論理構造を解明する小単元の授業を開発する。

一般に，“行為"は「大前提(共同体の価値的・実践的

原理)+小前提(状況判断)→結論(行為)Jという三段階

の実践的推論に拠りなされる。したがって行為の論

理」構造とはこの実践的推論の構造にほかならず，それ

を解明する授業はこの実践的推論を逆に辿りながら展開

することになる。また，国際政治は(軍事力〉・(経済力〉

・(価値)の 3つの要因から捉えるのが常道であり，外

交の要因には「現実主義」と「理想主義」の 2つがある。

これらを手がかりに，国際政治の要因と外交の要因とを

重ね合わせ，それを実践的推論の大前提・小前提に対応

【図 1】戦争という『行為」の基本的な枠組み

| 直面する状況 | 

(峨(現実主義))十(一主義)) 

|結論(戦争という行為)I 
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させて，前頁の【図 1]のような枠組みを設定する 7)。

これを基本形として，近現代日本が80年間になした諸

戦争(日清戦争，日露戦争，第一次世界大戦，満州事変，

日中戦争，太平洋戦争)に当てはめ，それを 1つ乃至2つ

のパートとして小単元を構成する。加藤陽子は，近現代

日本の諸戦争についてなぜ日本は戦争をしたのか?J

という間いを反復的に立て為政者や国民がどのよう

な論理の筋道で，それぞれの戦争を受けとめていったの

か」を明らかにするという注目すべき研究を行っている。

このような加藤をはじめとする日本近現代史研究の成果

8)に学んで，近現代日本の諸戦争に関する学習内容を抽

出し，前頁の【図 1]の枠組みに従ってそれらを整理し

たものが，次の【図 2】である 9)。

【図2】小単元の枠組みと学習内容

現実主義(小前提)…軍事力と経済力 近現代日本の諸戦争 理想主義(大前提)…価値
一

利益線(朝鮮)の確保 ー 事
2担 「朝鮮の改革を保拒守絶のす国るJ 「改革を進める

J清国 開化の国J日本

新興安全弱保小障固として |日清戦争|
E の の確保

ロシアの動向 〈
事

〉 「文明の敵・野蛮の国」ロシア 「文明の国」日本

|日露戦争|
一

新興帝弱小義国か家ら後 日露中戦争権後の確諸保問題 ー :;. (日英同盟の情誼)
E 発国主 国へ (国益の ) 事

l第一玄世界大戦l
トー

後発帝国主義国家 国際協調と軍縮の風潮 ー ヨ 「条約を守らないj中国 「条約を守るJ日本
N としての発展 対米総力戦への対応 事

|満盟事窒|
トーー

ソ連の脅威 ー 事 担 「と東そEれ新を秩応序援にす反る対欧す米る列J強中国 「東亜新秩序
の盟主j日本

|日中戦争|
v 東洋の超大国

資源の確保(南進) ー事 「大東E新秩序にす反る対欧す米る列J強中大東E新秩主序

i太平洋藍争 i
固とそれを応援 ! の盟 j日本

一

(2)学習内容の構成

小単元は，パート 1(導入)，パート II'""-'V (展開)，パ

ートVI(終結)の6つのパートで構成されている。パート

Iは，①これからの学習へ向けて関心を持たせ意欲を高

めること，②「なぜ日本は80年間にこんなに多くの戦争

をしたのか?J を導出し，そのことを考えるための「現

実主義Jや「理想主義」などの枠組みをおさえさせるこ

と，の 2つをねらいとする。①については日本の戦

争責任・戦後責任Jについて討論させ，関心と意欲を喚

起させるとともに，近現代日本の戦争について考える出

発点として「なぜ日本は80年間にこんなに多くの戦争を

したのか?J という学習課題を導出する。また，②につ

いては，中江兆民の『三酔人経論問答~ 10)から明治国家

における三つの将来展望を確認し，戦争という外交政策

を考える枠組みとしての「現実主義Jr理想主義Jを確

認する。

そして，パート II'""-'Vでは，その枠組みに基づいて，

図2のように，近現代日本の 6つの戦争(パート Eは日

(II~Vは，小単元のパートにあたる。)

清戦争と日露戦争，パートEは第一次世界大戦，パート

Nは満州事変，パート Vは日中戦争と太平洋戦争)につ

いて，それぞれ「なぜ日本は00戦争をしたのか?J と

いう問いを反復し，それぞれの戦争という行為の論理構

造を解明していく。

さらに，パートVIでは，パート II'""-'Vでの学習を図2
に拠りながら整理し，それぞれの戦争の時点における日

本の国際社会における位置(新興弱小国，後発帝国主義

国，東洋の超大国)をおさえつつ，日本が戦争を起こす

に至った「現実Jとそれを根拠づける「理想j を確認し

て近現代日本の諸戦争の論理を明らかにするとともに，

その論理がアンヌ・モレリの(戦争プロパガンダ10の原

則)l!)のどれに該当するのかを考えさせ，あらためてパ

ート Iで提起した「日本の戦争責任・戦後責任」につい

て生徒自身の考えをまとめさせて，授業を締めくくる。

およそ小単元はこのように展開するが，以下に開発した

授業試案を提示する 12
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4. 小単元「近現代日本の諸戦争」教授書試案

1 .目標 近現代日本が行った諸戦争の理由を，現実主義と理想主義の視点から分析し，近現代日本の戦争の論理を解明する。

2. 小単元の構成

導入 ノ号ート I 噺照合J酒家'日本の課題と針路・・・・・・・明治国菊土ど、んな課題を背負ってし、たれどん槌1路があるだろうか?

ノfートH 明治国家の課題と日清・日露戦争・・・・・・・・・なぜ， 日清・日露戦争をしたのか?

展 ノfート皿 「国宝の天佑」第一次世界大戦と大樹i&の課題・・・なぜ，第一次世界大戦に参戦したのか?

開 ノ号ートW 「不安J相変後から?剤、|十事変へ・・・・・・・・・・なぜ， i蒔j州事変を起こしたのか?

ノfートV 事変後rJ;課題と日中戦争・太刊羊戦争・・・・・・・なぜ 日中戦争・太平構安争をしたのか甲

終結 ノ号ートVI 近現代日本の諸戦争の論理とぐ戦争プロパガンダ10の原良lt・・・・・・日和コ戦争責任・戦後責但こついてどう思うか?

3. 小単元の学習肉容

A. 学習内容の枠組み(前掲[図21小単元の枠組みと学習内容)

B. 学習内容 ※学習内容の(1)~ (6) は，それぞれパート I~VIに対応している。

(1)帝国主義国家が凌ぎあうなかに誕生した明治国家は“新興弱小国"であり，いかにその安全保障を確保するかが第一の課題で=あった。

そうした明治国家の針路として，南海先生のような考え方(現実主義)，洋学紳士のような考え方(理想主義)，東洋豪傑君のような考え

方(超現実主義)の 3つがあった。

(2)近代日本は，その出発点において「西洋列強の外圧の中，弱小新興国がし、かにして安全保障を確保するか」とし、う課題に直面したが，

そうした課題に対し，日本は現実主義的・機会主義的に対応し，日清戦争，日露戦争を行った。

a. 日本にとって朝鮮は「利益線Jで、あったが，それを守るためには朝鮮の独立が確保されなければならず，清固と朝鮮の宗属関係は

それを阻害するものであった。そのため，日清の対立は「朝鮮の改革に熱心な国J対「朝鮮の改革を拒絶する国J，つまり「開化」対

「保守」とし、う論理で説明され， 日本は日清戦争を戦った。

b. 日清戦争後， 日本の勝利に危機を感じたロシアは中国に勢力範囲を確保した。しかし，それはイギリスの反発をよび，日本にとっ

ても死活的な危機となった。日本は，イギリスと同盟を結ぶなどロシアとの戦争を周到に準備し，日露の対立は「文明」対「野蛮J

とし、う論理で説明され，日露戦争を戦った。

(3)近代日本は日露戦争後様々な課題に直面したが，第一次世界大戦をそうして課題に対する「天佑」とみなし，日英同盟を口実に積極

的に参戦した。それによって諸課題は解決したが，日米関係の悪化・日本の国際的な孤立化の懸念という新たな課題が生み出されると

ともに，これまでの日本の現実主義的な帝国主義外交のあり方も聞い直しを迫られ，国際条約を盾に相手の非理を追及する原理主義的

な外交姿勢も萌芽した。

(4)近代日本は，第一次世界大戦後国際協調と軍縮」の思潮のなかでアメリカを仮想敵国として「総力戦と経済封鎖」に備えなけらば

ならないとしづ現実に直面した。それらの現実に対して， 日本は「対米 7割の大型巡洋艦Jあるいは「ー厘の金もださなし、」戦争とい

う方針で対応したが，結局満州事変を招来することになった。

a. 日本は，大戦後，初めは「対米 7割の大型巡洋艦j を前提に 2年以内の短期決戦を想定してきたが，ロンドン軍縮条約で「対米6

割」の線で押し切られて短期決戦の前提が覆され，対外的な危機意識が生まれることになった。

b. こうした国家の安全の脅威という現実に対して中国を根拠地として戦争し，戦争によって戦争を養う」という「ー厘の金もださ

ない」戦略が陸軍から主張され，満州事変が周到に計画された。日本は，満州事変を「条約を守る国J対「条約を守らない国」とい

う論理で説明し，国際法の権威のもとに相手の非理を追及していこうとする原理主義的姿勢をとった。

(5) こうした姿勢の日本にとって，リットン調査団の報告と国際連盟総会におけるその採択は，日本の期待を裏切るもので，正しく行動

してきたものが不当な扱いを受けたという怒りは大きく， 日中戦争・太平洋戦争を準備する国民的な心性が形成することになった。

a. ソ連の五ヵ年計画の成功は対ソ戦への危機感を高め， 日本は国防態勢の確立と重化学工業化を急いだ。しかし，それは対中貿易の

不振で進展せず，日本は国民政府へ軍事的圧力をかけた。そうしたなか日中の偶発的軍事衝突が起き日中戦争へ拡大していった。

b. 日中戦争は「東亜新秩序に反対する中国とそれを応援する列強」対「東亜新秩序を樹立しようとする日本」というイデオロギー的色彩

の強い論理で説明されたが，こうした論理はアメリカの対日政策を硬化させ，日本は「アメリカとの貿易か，南進か」という選択を

追られ，南進を決意した。ここに「大東亜新秩序に反対する中固とそれを応援する列強」対「大東亜新秩序を樹立しようとする日本jと

いう論理が狂信的に強められ，これを大前提に太平洋戦争が決断される。

(6)近代日本は戦争によって直面する問題を解決したが，それはまた新しい問題を生み出すことになり，その解決のためにまた新しい戦

争をすることになった。こうして近現代日本は80年間に多くの戦争を行いながら，新興弱小国→後発帝国主義国家→超大固という道を

歩んできた。近現代日本の外交には確固たる理想はなく，その時々の直面する現実を大前提に現実主義的・機会主義的に戦争が決断さ

れてきたが，太平洋戦争は狂信的なまでに強められたアジア主義的イデオロギーが先行して引き起こされた。

4. 小単元の展開

【パート“新興弱小国家"日本の課題と針路】(紙幅の関係で割愛)

U¥-トE 明治国家の課題と日清・日露戦争】

発問

導|。なぜ日指土日清戦争をしたのだろうか，その目的 IT:学官蒜題を提示
入| はf可だろうれ I P:学菅J題を臨;2o

-226-

生徒から引き出したい嬬哉



展

関

1 

日

本

0日本を取り巻く国際情勢を確認しておこう。 T:モテ‘ル図にまと

め，宿意させる。

P:確話する。

の|・こうした情勢こ取り巻カれた日本の諜Eは何だっ IT:発品?ずる。

~I たカも 1 P:答える。

事l
益10当時日本の安全開弱ことって一番不安な地域土IT:発問する。

線| どこだろうカも IP:答える。

」トなぜ，そう考えられてし、たのだろうれ IT:モデル図で説明

と する。

日 IP:臨呈する。 I①
清卜日本lことって，事勝戦土どのようにとらえられていIT:資料を提示し，

戦| たのだろうカも | 発問する

争 1P:答える。

T:説朋する。

P:臨習する。

0日本にI'I.こうした儒知こ対官できる力があったIT:発問する

のだろうカも 1 P:答える。

T:説朋する。

P:宿志する。

O日本の「柚鍋を阻害するもととなる可能性のIT:発品守する。

ある国はどこだろうカも 1 P:答える。

-清国に対する武力行使はすぐに霜Tされただろ IT:部守する。

うれ Ip:答える。 I②
・軍備完盟主どなっていたのだろうれ IT:資料を提示し，

発品守する

p:答える。

T:説朋する。

p:確認する0

4彊は軍備完整だけだ、ろうれ IT:説朋する。

0日1青戦争はどのように始まったのだろうカも

-味由説剥の阻害といえるだろうカも

p:脂容する。

T:発問する。

p:答える。

T:翻月する。

p:臨忍オる。

T:発情する。

p:答える。

T:誠司する。

F里=国
l日本|

-清国と車勝.~芯F属関係ある。

また，英露両国はアフガニ

スタ/;方面ポ位しており，

ロシアは誇張平八の進出をね

らっている。

. ~刻、菊暁国である日本の安全開章を，い州こ確保するかカE最大の課

題であった。

-轍手半島

・清国が宗属関係にある朝鮮に影響を強めることは英露の対立にま

きこま九英露に轍縫出のきっかけを与えることになりかねず，

それは日本¢咳詮獄事費ことって陪題であった

-朝鮮は日本にとって「利益線J( r主権線」の安全に密接な関係の

ある開お出場と考えられていた。

・昧l注搬jの考え方lえ明16憲法の慨に助力したシュタインから学

んだもので手也説草Uはどこの国の影響も支配も受けず，中立が守

られねばならず，それが危うくなったとき，武力行使がおこなわれ

ることになる。

-なカLったのではないれ

・明治国家の直籍軍士，最初は薩長土による街親兵約1万にすぎず，

軍備担調担廷棄の誘題で・あった。

-第一に清国，そしてロシア，イギリス。

-軍備キ軍事費カ瀧保されなければならなしL

-普僻婦が引き合し可こ出さ九軍備抜援の掃討説明された。

・軍備抜援は民樹問主張とも対立するものではなく，着々進めら

れたゐ
・軍備実整のみならず，有力同盟国を持たなし噺興野l留である日本

は戦争の相手国の恥ならず，英露など':71J5虫の思惑にも細L叩注意

を払わねばならないとし、う難しさもあった。

-轍芋で起きた甲午農民融争をきっ加ナに勃発した。

・甲午農民戦争に対し清国は開平に派兵したが， 日本も轍干に派し，

さらに清国こ対し胡同討伐と融問政の共同改革を提案した。しか

し，間君はこれを拒否し開戦となった

-清国倒閣は朝最初中立を危うくするもので，日;相ことっては「利

益蜘の阻害である。

・これが「日帯設争¢哩由Jの大前提としての「現詞である。

p:福志 す る 。 ・ 日 本 の 「 胡 司 内 政 改 革 提 案lを清国科目したことにより，澗ヨは

・ではそうした「現実」をふまえて，日清戦斜計 T:説朋する。 倣革を掛金ずる由とされた。

ど、ういう論理で静月されたれ Ip:碕呈する。 I@

-福沢諭吉lえそれをどのようにし、っているiJ'o I T :資料を提示し， I 
発ι廿る。・福沢諭吉は「却尽開化の進歩を妨げんとしてJいるとし川日清戦

p:答える。 争を明化と保守Jという論理で捉えている。

0日帯数争の目的は達成されたのだろうカも

展

開

2 

T:発問する。

p:答える。

T:説明する。

p:確認オる。

・日利土，清国こ輔、初コ独立を認めさせるだけでなIT:発払守する。

-.1 く，轍判こさらに苅肋を及ぼすことはできなかIp:答える。

文| ったのだろうカも
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-清国は轍平を自主独立の国であると認めた。

・清国と彰鮮との宗属関係J胡硝され，日本の降也綿」は嗣枯れ

た。

-有力同盟国を持たなし匂剥、新興国である日;科土，英露など':71肱にも

細乙の註惹を払わ柑まならず，そうしたことはかえって日本の「利



明

と10日清戦争後，日本を取り巻く国際惇勢に変出土なIT:考えさせる。

野lカ〉ったtJ'¥， 1 p :考える。

蛮ト日本の勝利によって最も大きな影響を受ける国はIT:発品守する。

の| どこだろうカも 1 P:答える。

戦卜なぜロシアは桑濯を受けるのだろう。 IT:説明する。

Ip日認する。

』トロシアはどうしただろうカも IT:説明する。

日 1p:臨計る。

露|・こうしたロシアの動きに対して，反発する国はなIT:発問する。
戦| カミったた、ろうれ Ip:答える。

争 IT:説明する。

1 p:確認する。

・こうした露英の動きに対して，どのような即部IT:誹月する。

あっただろうれ I p:確認する。

Oこうした動きl主日本にとってどうしづ意味があIT:説朋する。

っただろうれ I p:幅まする。

0そうした肉兄の中， 日和士すぐにロシアと開戦しIT:発払守する。

たのだろう均五 Ip:答える。

・担輸の条(牛はどのように整えられたの IT:説朋する。
だろうカも 1 p:磁認、する。

益線Jを危うくすることになる。

-ロシア0

・日本の轍hη影斡潜まれJ;f，ロシアが太平洋へ出る道1:)鎖され

てしまう。

・ロシア同青国の賠償を支援し，清国こ捌曲旬な勢力組週を樹与して

いった。

-ロシアと対立していたイギりスが反発するだろう。

・イギリスはロシアの動きに対して，対清政策を「門戸開放明樹寺j

から「勢力範囲の弼呆:J~転換した。

・アメリカ凶舗に村わる英人併l躍を代弁し，門戸開放宣言を出

した。

・当時貿易(対湖、トし車鵬)に拠る経済成長を実現していた日掛ことっ

て，封個の門戸開放宣言は十づ対こ支持できるものであったが，ロシ

アの「勢力範週確保Jは沼田句7よ危識で，日本とロシアとの対立は

決錨句となった。

-対立国対面句となったが，条例望わなけれJ却司鞠誕地斤できなしも

・軍備完整(陸軍l例田市匠同万人海範崎郡犯5万トン)，戦費の調室(増

税内外からの公債)が周到になされ，日英同盟を締結したことに

より日清戦争のように殉会可η注意を気に制する必要もなくなった。

Oロシアとの対盟主どのような論理で説

明されたのだろうカも吉野f官自立どのよ

うなことを主張しているカも

T:資料を提示し， I④ 

発問する。

p:答える。

T:説!万する。

p:臨容する。

0明治国家か直Eした現実とは何であったれ IT:発品守する。

終 Ip:答える。

結10日清戦争， 日露戦争をおこなった理由を，それぞ

導

入

展

開

矧実と理想の掛から整理してみよう。 IT:整理させる。
p:整産する。

T:静月する。

P晴認オる。

【パートm:r国運の天佑J第一次世界大戦と大戦後の課題】

O日露戦争は何をもたらしたのだろうカも T:考えさせる。
p:考える。

-削伽も，どういうことがわけるれ T:資料を提示し，
発払守する。

p:答える。
-なぜ怒っているのだろうカも T:静月する。

P : f臨する。

0日露戦争後， 日;科まどんな陪髄に直面することに T:説明する。
なった均、 p:掘君、する。

。それらの課題を抱えた日本はこの後どうなった T:学習課題を提示
のだろう均五 する。

p:確認する。

-日露戦争後，国防嘉係にはどういう変{回tあらわ T:発問する。
れたれ p:答える。

11@第一次世界大識は日本にとってどういう意味を T:学蔀果題を提式

( 持った戦争だったカも P同認する。

-ー， 0第一次位界大戦こ対して，日;ね土どうしたれ T:発問する。
国 p:答える。

運 T:説明する。

-吉野市自主貿易の門戸開放をしなし由討は明国としている。

・ロシアは「文明の敵jとさ九日露戦争は「対月と野自の勝、と

いう論理で説明された与

-明治国菊土「新興朝団として，いかにして国の安全開章を確保す

るカサとし、う現実に直直した。

| | 現実主義 ( ご珪摺主菜 | 

|日清戦争l日本州脳和確保 | 開化(改甫と保痔 | 

|日露戦争| 門戸日軌跡僻 | 文明と野蛮 l 

① 

1
01伽紳唯一の明仇圃が理屈づけられ説明されている。一つの戦争は直面する仁現実Iを理

由になされたが，それはまた新しい「現実Jを生み出し，新たな戦

争カ汚|き起こされた。

-日本はー閣lYJ噺興国から後発ではあるが帝国主調妻家I=il見反した。

-戦争の成果を台無しにしたことに対する人々 の怒り。
-日露戦争は当初の見績もり (1年で終結4億5千万をはる糾ここえ
る戦費(約20億)を費やし，国国立その負担に耐えたが，その成果が
台無しになったことに怒っている。

-膨大な戦費負担による国家財放の窮迫，留与した中国権益をどう守
るh というような陪題に直面した。

-英仏露(三国協商と1蛾伊(三国同盟)の対立が，タ首脳じし，第一次
世界大戦が勃発した。

-日朝司盟により参戦した。
-同盟による参戦の義務はなく，イギリスは日本に英商船の備蔓を要
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の IP:確話する。

天卜参戦の義務も要請もない戦争に日本はなぜ参戦IT:資料を提示し，
佑| したのだろう均五 | 発問する。

第

次
世
界
大
戦

1 P:答える。

-対安叫珍鵡tを，現実主義と理想主議制見師、ら IT:整理させる。
まとめるとどうなるカも Ip:整産する

-その目的のため，どのようなこと方市われただろIT:静月する。
うれ Ip:Ji{!認する。

-それJ土成功しただろうカ元

-パリ5苦手区還義では目指土f可を要求したれ

T式見朋する。
P:Ji{!認する。

Tゴ朔月する。

P:隠忍する。

・それらはどうなったのだ、ろう。 IT:説朋する。
IP:構忍する。

・鳩媛湾初成期まあったとし、えるだろうか，大淵 T:発情する。
は日;判こ何をもたらしただろうれ I P:答える。

T:説朋する。

P:臨 Eする。

。大戦がもたらしたものはほ州とはないだろうれ IT:考えさせる。
展箭尼?議の粗品と決着は日本の予想した通りだIP:;考える。
開| ったのだろうカも
2卜(8)fj:，なぜ奨紛Lしたのだろうカも

大卜 (C)とはどういう陪題だ、ろうれ

戦
後
の卜 ωはなぜ実現で、きなかったのだろうれ

T:説朋する。
P:確訴する。

T:説明する。
P:Ji{!認する。

T:誹月する。

P:確認する。課
題 ・(B)の紫蹴や(C)の失敗はどういうことを意味しIT:発情する。

ているだろうカも 1 P:答える。

請してし、たにすぎず，日珂司盟は参戦力口実にすぎなしも

②卜第一次世界大鞠え日露戦争後の麟衣トつであった中国弘官制手
決の主許幾(r天佑J).ととらえられている。

| l 現実宇美 ~間常主主 | 

|ー制措 l中国防閣制棋の矧幾 日朝司盟側輔J

-参朝初庖屋りとして，中国や南羊諸島のドイツ根拠地の支賃改をの獲
得を連合軍lこ認めさせること，中国に日本め要求(対車1ヶ条の要

却を認めさせること，の2つのこと料背オ1た。
.~白砂らの稿の醐府中国への圧力など帝国主語例交によって
達成をめざしたが，決着はパリE南区還義に持ち越されえ。

・大戦参戦の成果であるω旧独領有情鵠の処理官と(8)山東省判

権制膨臨喝こ. (C)人種差実1崩鰐毘彊を加えた3つを要求した

・(防は難抗したが， ωとともに一応日本の主聞記重りになり. (C) 

は実現しなカLった。

・大戦参戦の成果であるω(8)については望み通りにし、ったのたヨョら，

成果はあったといえる。
づ識により輸出が急速に抜汰し，日;料調的こ債務国から債権国に

転換し，財政問題も好転し九大戦は日;相ことって「天佑lだっ九

-中国やアメリカカ~釘更に反対し，大戦中に日本が中国国務吉した諸
錦司の正当由主疑材し日調諒E立しt~

・人種による匡尿の詔リ(人聞の詔リではなけの撒莞を国務盟規約
に入れようとするもので，それにより，目指諸多国首題同紙，国
隣室盟が反黄色人種的卵白i車盟となること¢杭止をめざしfこ。

・国際締切こうったえようとする日本の要求は内攻干渉であるとし
てアメリカ胡鞭に反対し，対対朝傍¥!;J:J悪化しむ

・大戦後，日本の国際住会において大変困った封易こ立つことになり，
鵡閥抗安がいっ品、だった。

-松岡洋右l丈講社燦荊の交渉をどのように見ていIT:資料を提示し. I③ 
たれ | 発品守する。

P:答える。

T:説朋する。
P:福忍する。

Oこれらのことから，大戦が日本にもたらしたものIT:発問する。
として，どういうことをあげることができるカも IP:答える。

T:説明する。
P:描忍する。

-松岡は日本外交を「野暮oJ.“'specialpleading"であると社昨Ijしてい

る。
・これまでの日本がとった帝国主説明交の限界を出荷してし、る。

・アメリカとの関係の悪也日本町国隅旬な孤立{~知己という新た
な問題が生じ，これまでの帝国主説明交の限界も見え始めた。

づ識は一つの陪題を解決したが，倒樹立とし、河IJの陪題を生み出

したまた，これまでの日本の帝国主語ゲ調実主義州交にも問
い直しが突きつけられた与

・新ししサほとしてどんなやり方があるだ、ろうれ IT:資料を提示し，
資料では参謀本部主移民指題に対して，どうし、| 発払守する。
う姿勢を主張している力主 I P:答える。

T:静月する。
P:幅志する。

O日本が第一次世界大戦lこ参戦した理由は何れ IT:発問する。

終 IP:答える。
結 10第一次世界大戦は日本lことってどう意味をもっ|

たれ IT:発骨ずる。
P:答える。

T:発冊ずる。

P:答える。
T:説朋する。
P同認する。

④トアメリカ柑同移民法(24年)について，国関車盟に付議しても，国
際去の威厳を明もと述べている。
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・国際法の威力により徹自主匂こ相手の手開を暴き日本に支庁る姿勢を
変えさせていこうとする原理主調怯姿勢摘芽してきたことを示
している。

-日本には参戦乃義務も聾青もなカ斗ったが，これを「天白ととらえ，
日珂司盟を口実に樹曲句に参戦した。

・第一次世界大鞠主調書司ζ 日露戦争後信苦情題を角献する「天佑J
となったが，大戦低日米関係の悪fじ日本の回数約な菰泣化の懸
念品、う新たな課題訪港泡するとともにこれまでの外交のやり方

も間し1宣されるようになった。

-対米関係の悪{じ国際荊な孤立化の懸念
-大戦後の日和主国鮪旬こ不動、っぱいだ、った。



O大戦後の国際情勢はどうだつただろうれ T:説明する。 -国際協調と軍謝初当講師となった。

P:福志する。

。そうしたなか， 日;科まどのような道を歩んだのだ T:学習課題を提示

ろうカも する。
P:確認する。

0目指土アメリカをどのように考えたれ T:説明する。 -大戦後，日本は第一例斑敵国としてアメリカを想足するようにな

展 P:砥芭する。 る。

開 0アメリカとの戦川えどういうものになると7想 T:説明する。 -大戦の教訓Iから，これからの戦争は「総力戦lとなり，経済封鎖が

1 されたれ P:答える。 決定的な意味を持っと予想されえ。アメリカとの戦いもそのように

( 予想された。
...， -経済封鎖に耐え見念力戦を戦し抜く件制の準備は T:発問する。

不 日本にできたのだろうカも P:答える。 -日;材記資蹄j由で，目切にな費用を伴うその準備出奈易なことではな

安 く，たちまちにはできない。
」 T:説朋する。 -戦後，世界には国禁協調と霊前叔湾総動2高まっており，園内的にも

な P:脂容する。 デ三モクラシ」制問漣展していたそれらを鰐見して，そうした体|

戦 制の鞠請をすることはできなカりた。

後 0資蹄j由日;材土，国際協周と軍縮の思潮の中でど T:発払廿る。
) うしたのだろうカも P:答える。 -日;利之国際協調と軍縮の思潮を鮪見オることはできず，ワシント

-それは本当なのカも T:説明する。
ン榊加もと幣勝回濃関されたのだろう。 I

-日和主国際協調と軍縮め衿内で「軍の近代化をはカミり， うまく戦

P:福志する。 え問霊期決戦できる」という構想(海軍:力時寛樹を持った。

-忽期決戦構想、とはどうし、うものれ T:説明する。 -海軍は対米7害IJ叫鵡城監があれJ式歯学ずる淵臨去をそれで掬械し，

P:確認する。 そ峨の捌酬で2制内噺を決す山愉あ る l
とするもの。

-こ叶存樹立うまくし、ったのだろうれ T:説明する。 -こ同開、の育耀に変更をもたらす事選出生じ，構想J土破綻した。
P:宿志する。

-それJ立{可カも T:資料を提示し， ① 
発品守する。

P:答える。 -193伴のロンドン海軍軍統制江

-それJ土どうし、うことカも T:静月する。 -ロンドン会議では大君脳羊脚抹7害IJを主張する日本に対し，ア

P:答える。 メリカは6割を要求し，最終的に押し切られてしまった。これ」こよ l

り同轍争の日本の勝算はなくなり，国家¢官自主脅威にさらされ
ることになった。

0このことから，ロンドン茸謝静議甘は日本に何を T:発問する。
もたらしたということができるカも P:答える。 -短期決樹高樹、部縦し，対外的な危誠意識が四台されることになっ

た。

0ロンドン軍事~議切2もたらした国家の安全の脅威 T:発問する。

展 に対して， 日;科土どうしただろうれ P ::答える。 -新しし洋輔持東られただろう。

開 -それはどうし、う戦格だろうれ資料で宿志してみ T:資料を提示し， ② 

2 ょう。 発品守する。

( 
P:答える。 -中国を根j砂也として戦争を続けれJ式戦争によって戦争を養うこと

ロ ができ， r-ー厘の金も出させないJでアメリカとの戦争に向かうこと

ン ができるとし、う戦略が陸軍(石原~葡から出てきた。

ド T:説明する。 -対外的制百幾曹司訪朝到台されるなかー厘の金も出さなし1戦争と

‘ J P:騒音ずる。 いう考え方は人々の爵哉の中に入っていきやすいものだった

軍 -この方宝村土どうし、う事態を招いただ、ろうカも T:発問する。

縮 P ::答える。 -i剤、H事変を招来することになった。

条 T:静月する。 -1931年9月，関耳~出奉天初同開胡で1高齢嚇路念闘し，こ
約 P:孫罫ずる。 れを中国軍の仕業として軍朝官訪を開台し， i削佳土を支配下に置

か き， 32年3月満j、1'1国を建国させt~ これに対し，中国園田氏府は国
b 関車盟に提訴し， リットン調査三日が送られた。

満 -満川事変の理由を， 日本が直面した現実という視 T:発問する。

州 点Jわら説朋してみよう。 P:答える。 -湖付事変はロンドン野ぽ輸がもたらした日本の安全戸つ脅威とい l

事 う現実に対して詔子されたものである。

変 T:説朋する。 -日本が「ー厘の金も出さないj戦争をアメリカと行うためには満
，、、 P: 磁~-2~オる。 蒙が必要であり，ソ連が関本なうちl司 帥j、Hまで、とっておけばソ

) 週土しばらく出て紺1なし、とし、う見通しで，関東軍はこれを周到に

準備し丸

O~翻判事変はどのように理屈づけられたのだろう T:考えさせる。

カも P:考える。

-次の資判土， i削|事変の理由をどのように主張し T 資料を提示し，

ているカも 発耐る。
P:答える。 -中国の対日ボイコット陪題について，それは日本の利封子為に対す

③ る復仇ではなく，日本併す為は中国の知窃諒の利封瑞に対する
日本の格lflJの自衛として行ったものである，と主張している。

T:説明する。 -日;ねえ織対予付子府議草間E権問題についても，知守て澗1章され

P同認する。 た日本的権葬l問中国によって琢鋼されたことを主張している。

-日本は中国をどのような自叙里で捉え， i剤、H事変 T:発情する。

を説明しようとしたれ P ::答える。 -r条荊を守らなし、国J中国， r条荊を守る国日本とし、う論理で説明

しようとしている。
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-こうしt:J組だけでゆだろうれ T:説朋する。
P:石島Eする。

Oこれらの社昨IJIこ対して，具備均に， どのような説IT:t嗣子ずる。
即吟されたのだろうれ開村臨呈してし、こう。 Ip時認する0

・不戦知句lこついてはどうだろうか，間ヰはどういIT:資料を提示し， 1④ 
う方法を説明してしもれ | 発1見守する。

p:答える。

T:説朋する。
p:福忍する。

・国関盟規約や九カ国新甘についてはどうだろう IT:資料を提示し， 1⑤ 
h 資半ヰはどういう方法を説朋しているか。 I発冊する。

-以上，日本の理屈づけのをまとめてみよう。

p:答える。

T:説明する。
p:臨君、する。

0第一次世界大鴬主がもたらしU慢の課題えどのIT:発品守する。

-この論理によ加工予想される国関車盟規約切Lヶ国知守，有娩
約の違反を論拠とする社側lこ苅志することもできる。

-自国の安全に佐官、のある特慰慨に対する自衛甜につしては不
戦条制官細部こ留保している，とし、う謝去で対応しt~

・満:器研妨樹立は「却問lの自:胡包発意tJlこ基つ、く民族自決であり，
連盟規約や九カ匡際紺聾支ではなし¥という論法で矧芯した。

-日本は「錨甘を守る国j として国関車盟加γ杭ヶ国持ヲ，相発条
車甘に会が芯しようとしてし、る。

・日;相土「条荊を守る国として国劇去の威力を信じ，相手の非を暴
いていこうとする姿勢カ鴻主主できる。移国顎翠の際に出てきた姿勢
カ唄実となったと見ることができる。

終| ように角散されたか。 1p:答える。
結

-海軍の主張する「大君脳判官サ米7割を苅提として，国際協調
と霊縮にあわせt::Yi-掛鴻有された杭ロンドン斡静荊でそれは
破綻した。

導
入

展
開
1 

( 

事
変
後
の
新
た
な
課
題
と
日
中
戦
争

0どんな新ししヴ1宮悦覗れたれ T:発骨ずる。
p:答える。 -陸軍の「ー厘の金も出さなしリ矧機争という方針カ覗九満j判事

変を招来した。
α両!十開変マコ理由を現実と理想の視却も整理して T・整理させる。
みよう。 1p:整理する。 11 l 現実主菜 ( 訂畑宇美 | 

Ilì~H'ft I吋戦へ叩叶国
11脚|報国際闘と輔 「吋る国」と「守らない

| 金もいらない|戦争)
T:説明する。・国防結¢威力を信じ相手側陪暴いていこうとする房盟主語怜
P:福志する。 姿勢を福志することができる。

【パートV:事変後の課題と日中戦争・太平洋戦争】

0日:本側剤、H事変の理屈づけは成功したのだろう T:発問する。
均五 p:答える。 "M5力せず， リットン昔日置自の報告が国院主盟総会で採択された。

T:説明する。 .~曜調報告書士，日中の双方の主張を認めた内容で，紐捕守雄の
p:描君、する。 侵害lこついては日本の主張をほlま認めたが，満!付回虫歯Jii)めず，

日本の思しせ重りのものではなカミった
-それに対して日和丈どうじただろうれ T:資料を提示し， ① 

発払Tする。
p .;答える。 -固Eぷ車盟を脱退しfュ

-全面的に認められな方、つつfゴつけではないのに T:説明する。 -日本国既歯車陪を国関宏の威蹴2試される場と考え期寺してし、た
なぜ脱退までしたのだろうカも p:確認する。 ので，国際出こ則って正しく行動してきたもの方不当な扱いを受け

たとし、う怒りは大き方、った。
C怒りが僻合された日本は，この後どうし、う道を歩 T:学習課題を提示
むのだろう/)>" する。

p:臨Zする。 にうした怒りが，日中戦争~太羽字決争を輩備する国民的な心性
を形成することになる。)

0国際盟脱退後，日本は国隅句lこどうなったのだ、 T:発問する。
ろうカも P :;答える。 -国闘力に孤立化していったのではなし、れ

-日本は本当に孤立化してし、ったカも T:説朋する。 -日羽土，二国聞の臨周を個別Iq静重ねる外交方針をとり，たちま
p:石信flする。 ち初出回し材、った

-日米関係はどうなったのだろうカも T:説明する。 -日米￠粗斉~係l京音州こも尉子で，日米関係は決して破綻してはお
p:臨志する。 らず， 日;初土たちまちには孤立してしなカLった。

-なぜ，日米関係Jj手間されたのだろうれ T:発問する。
P:f答える。 -アメリカは互苗亘商協商去(34弔と中立法(35弔によって対外関係

を律していたが，多くの資金キ野J材料をアメリカに頼っていた日本
はそれらの法に自らのメリットがあったので，日米関係に急砂k
変出土起こらなかった。

0国関車盟脱退後の日本には大きな払嘆毘土起こら T:説明する。 -第一次五ヶ持団こ成功し，第二次五ヶ年計画を推進するソ連の軍
なカミったのだ、ろうカも p:碕忍する。 事力は驚鼎旬に謝じさ九対ソ勝....q)j百幾重め1高まっι

-これに対して日本はどうしたカも T:説明する。 -対ソ戦を可能とする田方態勢の確立を急がなければならなし、日本は
p:描君、する。 5年時機争をせずに日満両国の重化学工業化を描隼しようとした。

-それはうまくいっただろうか。 T:説明する。 " ~酬を倒嗣じした日本に対する中国の対柑切fイコットとi臨蟻
p:描Zする。 的開児政策により対中貿易が半減し，重化学工業也記隼まなかった

-日本はどうしたカも T:説朋する。 -蒋介石の全匡陥トに妨害を加えることによって，国民政府の対日政
p: 臨;g~する。 策を親目的なものに変えようと軍事力で圧力をカ吋たが，こうした
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の
勃
発10これ」こ対し，アメリカはどうしただろうカも T:発問する

P:答える。

アメリカは本当に中識を発動はのだろうねIT:糊する。
P日認する。

-日;相土，アメリカの中立法発動についてどう考えIT:説明する。
ていたのだろうれ 1 P:磁認オる。

T同認させる。
P:宿呈する。

O以上のことから，日中米の関係をモデル国にしてIT:指示する。
みよう。 Ip:まとめる。

-日中戦争はどんな戦争かまとめてみよう。 T:説朋する。
p:宿志する。

な州開討句1(;:)童詩檎で日中の軍事種'~カ2起き (37年).日中全面戦争

へと拡大しt~

・中立法により日本を輔IJし，戦争掠汰を思し、とどまらせようとする
のではないれ

・アメリカが中封去を発動すると，一方の当事者である中国に対して
支援できなくなるのみならず，アメリカ目瑚自は日本の臨検を受け，
鞠寺持品を没淑されることになる。そこで，アメリカは中立は宣
言しなカミったし，中国もその方がよカLった

・アメリカが中立法を発動すす1ばアメリカと倒忍弗抑制旬恥てしま
うので，交戦車こ認められた樺郎"i1n定できなし、というデメリット
はあるが， 日;村立宣驚怖告をしなし、ことにした。それによって，不

戦知提寂と州出も避けることができた。
・日本中国，アメリカのい廿1，0)国もそれを戦争と閉まなし、ことに
手瞳を見出した「宣業怖告なき明らカポ品安争状酷であるといえる。

恒
一一一一四

回
想

-日米関係は日中戦争によってたちまち危強的な!霞兄lこなったわけで

はな川こうした奇妙な戦争収曜が4年以上も続き.1但O年初頭ま
でに日本は中国に85万人を投入し. 20万人の靭時を出しt~

α再発的に始まった戦争を，なぜそこまで続けるこIT:考えさせる。
展|とができたのか。その目的はどのような論理官見 1p:考える。

開|明されたのだろう。 1

21・次の餅ヰでは防政府はそれをどのように翻月IT:資料を提示し.1② 
しているれ | 発問する。

p:答える。日
中
戦卜日本の「東E芳砂子手Jの主張にはどういう意味IT:説明する。
争| があるだ‘ろうれ 1 p:蕗呈する。

の
論|・この文章に使われている言葉をみて，何カ曳づく IT:鼎守する。
理| ことはなし、れ IP:答える。
と IT:説朋する。
太 Ip:孫認する。

平 10日中戦争の理由を現実と理想例昆献も整理してIT:整理させる。
洋| みよう。 1P:整摩する。

戦
争

T:説明する。
P:臨志する。

Oこうした都島鴇ち出された時アメリカはどうIT:発品廿る。

しただろうカも IP:答える。
T:説明する。
P:i1{!罫ずる0

・アメリカの政策転務部こより， 日和まどうなるだろIT:発問する。
うカも 1 P:答える。

・日;相土どうしただ、ろうれ IT:発問する。
P:答える。
T:説明する。
P:砺材る。

O日本はな部有進を決意したのだろうれ IT:説明する。
P:確認オる。

-南進を妨げようとする国はどこだろうれ IT:発冊する。
I P:答える0

・それらの国に対して，日本はどういう対策をとっIT:資料を提示し. 1③ 
たカも | 発問する。

P:答える0

・三国同盟はそのことをどのように説明しているIT:発情する。
カも I P:答える。

-断水~と③を上撤して，何カ曳がつくことはないIT 自問する。
カも Ip:答える。
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-日本がめざすものは「東岳おきの安定を確保すべき菊限拝め建劃
吃旧満支三国の関係枝位を根幹とするとある。

・東アジアの出或主語句貯のことで，それを認めようとしなし、のが

中国のナショナリズムで，それを後援しているのカ酒欧帝国主義で
あるとし、う合意がある。

-現$J雪肌をした言葉治世用されている。
・イラサロ牛剖，思間的!色彩を撒Fた言期戦用されている。

11 明|ソ叩 l議躍i顎甫原|
If 

-珪盟、による理屈づけの融韮はイデオロギー劫傾向を帝ひたものでめ

った

-これまでのような経済関係を維持できるl士打まない。
-1938年以降アメリカは対日政策を苅布転換し，市民助手段で日本
に対する圧力を強化するようになった。

・アメリカと¢経済的関係が切取今 日オヰ援守するようになる0

・それを町若するため，東南アジアの資源確保をめざすユ
・目指土「アメリカとの貿易か，宵進州というi勤尽を迫らn.甫進

を選択した。
・当時菊有アジアにおけるヨーロツノ匂沌草寺由主ヨーロツノミ情勢

(第二次世界大鴬開涜， ドイツの肉笠智の影響で，その支配備リは
号明判じしたり手薄になったりしていたゐそうしたヨーロッパの情勢
が，日本の南進に長饗しているとし、える。

-アメリカとイギリス。

-ドイツ，イタリアと組んで米英の妨害を阻止しようとし，三国同盟

を結んた

・独伊は日本に対し「大東亜に於ける彩酷序建設に関リ旨導師樹立を
認め且つ之を尊重記し，アメリカ純躍した時には「あらゆる政治
的経済的及ひ軍事的対去tに依り相互に援助すJるとしている。

-r東豆頭首刻字Jが. r:メ3話回芥秒持」となっている。



T:静月する。 -日満支の「東固から蔚有アジアを含む「大東町に変わっている
P:宿志する。 が，こうした捉え方には世界が3，4のブロックに分カれてしも

とするドイツの地E度詩句童際観がある。
o r大東E菊間拝jの樹立を進めると，何が起きる T:発情する。
だろうカも P : ~答える。 -アメリカ，イギリスとの戦争。，

T:説明する。 -太明戦安争を引き起こすことになる。
0太羽戦婦の理由を理慢と現実叫鬼却もまとめ T:整理させる。
てみよう。 P:整建する。

珂君主字義 現相、宇美

太平洋戦争 米英が日本の南進を妨害 「大東亜菊秩序に反対する中国
とそれを応接する西欧殉釦対

日「示本。1短E新秩序の樹立をめざす

T:説朋する。 -太平洋戦争は「大東E新秩序jの樹立という理想!n;先行して引き起
P晴認する。 こされたもので，これまでの諸戦争のような現実を大託提にそれを

理想で理屈づけるとし、う仕方とは異なっている。

0なぜ日;ねま日中戦争を起こしたのだろうれ T:発冊する。 -国際理盟脱退後，日本が直面する課題は五カ年計画を進め拡大化
終 P:答える。 していくソ連の脅域だ、ったc 日本はソ連の脅威に対する国防態勢
結 の確立を急ぎ，重化学工業化を進めたが，対中貿易の司張で思うよ

うに進まず，それを打開するため中国に圧力をカヰナたが，そうした
なか日華事変料再発的に勃発しt~ 偶弾力lこ始まった戦争は「東亜
の騨持J樹立という現期航したイデオロギー的色彩の強い主張
で理屈づけられた。

0なぜ日中戦争は太明羊戦争へと続いていったのだ T:発問する。
ろうカも P:答える。 .r東亜の菊穆持」樹立という日本の主張はアメリカを車l臨し，日;米は

対立し九アメリカとの経済関係が切れ資源確保に窮した日本は
独・伊に接近するとともに「東亜の恋敵持Jに代オコって「大東亜の
菊融持」樹立というさらに現期航したイデオロギー的色彩の強い
新しい葛想、を掲げ資源を求めて宵進し，アメリカとの対立は決泊句
となった。

【パート羽:近現代日本の諸戦争の論理と〈戦争プロパガンダ10の原則〉】(紙幅の関係、で割愛)

5.教授資料およびその出典
1-①(山県有朋の「利益線」論):加藤陽子『東大式レッスン戦争の日本近現代史』講談社， 2002年， p.840 

Iー②〈平時の軍事支出の損得):前掲 Iー①， p.390 1 -@  (福沢諭吉「文野の戦争J論):前掲 I一①， p.1l4。
Iー④〈吉野作造「征露論J):前掲 Iー①， p. 1410 

E ①(日比谷焼き打ち事件): ~新詳日本史地図資料年表』浜島書庖， 2004年， p.2150 

Eー② (r天佑J第一次世界大戦):前掲 Iー①， p. 1710 IIー③{松岡洋右の「対華二十一ヶ条観J):前掲 Iー①， p. 1950 

Eー④〈排日移民法の対処法):前掲 I一①， p.1930 

E ①(ロンドン海軍軍縮条約): ~日本史史料上』東京法令出版社，昭和48年， p.598。
皿ー②(石原完爾の「国防方針J):前掲 Iー①， p.2390 IIIー③〈満州事変の論理):前掲 Iー①， p.2570 

Eー④ (r不戦条約J違反に対する説得の論理明):前掲 Iー①， p.2500 

Eー⑤ (r国際連盟規約，九ヵ国条約J違反に対する説得の論理):前掲 Iー①， p. 2510 

Wー①(国際連盟の脱退):前掲E ①， p.2530 

Wー③(三国同盟):前掲皿ー①， p.728。
Wー②(日中戦争の論理「帝国政府声明J):前掲Eー①， p.676。

5. おわりに
本稿では，近現代日本が行った諸戦争について，それ

らを外交政策としての“行為"と見立て，その論理構造

を解明する小単元の教育内容を開発した。戦争を扱う授

業は，例えば日露戦争とか，太平洋戦争とか，個別の戦

争を取り上げたものが多い。しかし，個別に戦争を取り

上げるやり方には，戦争原因の解明という観点から限界

を指摘せざるを得ない。それは，近現代日本はその時々

に直面する問題の解決のために戦争を引き起こしたが，

その戦争は一つの問題を解決すると同時に新たな別の問

題を招来し，その新たな問題を解決するために，さらに

次の戦争が引き起こされているからである。近現代日本

の戦争を主テーマに授業をつくる場合，一つの戦争だ、け

を切り取って授業化することはほとんど意味はない。本

稿では，近現代日本が80年間になした 6つの戦争を一つ

の連鎖と見なし，その原因(目的論的説明)を連続的に追

究することによって，近現代日本の戦争の論理を解明し

ようとした。こうした学習により，生徒たちは近現代日

本の諸戦争をより深く理解し，戦争責任や戦後責任につ

いてより深い所から捉えることができるようになること

が期待される。

本稿で開発した小単元はタイプCの授業であるが，次

稿では，さらなる近現代日本の戦争の理解の深化をめざ

して，タイプBの授業，すなわちなぜ日本は戦争を
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することができたのか ?J を追究する教育内容の開発に

取り組み，その授業試案を提示したい。

【註】
1)拙稿「中等歴史教育における「戦争」の教育内容開発

(I)一戦争の原因を解明する歴史授業のあり方一J広島
大学附属福山中・高等学校『中等教育研究紀要』第48巻，

2008年， pp. 189'" 196。
2)ベティ・リアドン，アリシア・カベスード著，藤田秀雄

・浅川和也監訳『戦争をなくすための平和教育一「暴力

の文化J から「平和の文化」へ-~明石書庖， 2005年。

3)様々な形態の社会科として，ここでは，社会認識教育

学会編『社会科教育のニュー・パースベクティブ一変革

と提案一~ (明治図書， 2003年)および同『社会認識教

育の構造改革一ニュー・パースベクティブにもとづく授

業開発一~ (明治図書， 2006年)の章立てを参考に，科学
知にもとづく社会科学科と，社会知にもとづく市民社会
科(社会問題科，社会形成科など)に大別して考える。

4) I分析か，反省か，代案か」という観点は，社会科の
批判的学習を類型化した池野範男の所論(池野範男「社

会科教育における批判の類型一言語論的展開以後のアプ

ローチー」全国社会科教育学会第51回研究大会発表資料，

2002年)に依拠している。新しい「社会科学科」は「事

実認識と価値認識の両方にかかわって，それらの構造の
分析を通して，社会認識力の育成をめざそうとする」も

のである。
5)前掲1)を参照されたい。
6)粟屋憲太郎・田中宏ほか『戦争責任・戦後責任日本

とドイツはどう違うか』朝日新聞社， 19940 

7)筆者は，すでにこうしたやり方によって，アメリカの

外交を通時的に解明する歴史授業の教育内容開発を行っ

ている。本稿でも，同じやり方で近現代日本の諸戦争に
ついて教育内容開発を行う。拙稿 11行為の論理構造を

解明する」歴史授業の教育内容開発一「アメリカ外交」

の場合一J(広島大学附属福山中・高等学校『中等教育
研究紀要』第46巻， 2006年)を参照されたい。

8)学習内容の抽出・設定に際しては，加藤陽子らの以下

の文献を参考にした。
-入江昭『日本の外交』中央公論社， 1966年

・加藤陽子『東大式レッスン戦争の日本近現代史征韓

論から太平洋戦争まで』講談社， 2002年

・同『戦争の論理日露戦争から太平洋戦争まで』勤草
書房， 2005年

・小林英夫『日本のアジア侵略』山川出版， 1998年
・有馬学『日本の近代4 国際化の中の帝国日本』中央

公論新社， 1999年
・黒野耐『大日本帝国の生存戦略』講談社， 2004年

・倉沢愛子・杉原達ほか編『岩波講座アジア・太平洋

戦争戦争の政治学』岩波書庖， 2005年。

9)一般に，小前提現実主義J，大前提理想主義」
で，大前提→小前提という順序で行為は判断されていく。

しかし，近代現代日本の外交政策としての「戦争Jでは，

「現実主義」が大きく作用し，後から「理想主義」が理
屈づけられてし、く。図 2では，そうした「現実主義」と

「理想主義」の順序性を明示すため， I現実主義Jや「理
想主義」に向かう矢印を太線と細線で区別した。

10)桑原武夫・島田度次訳(校注)~中江兆民三酔人経論
問答』岩波書庖， 2007年。

11)アンヌ・モレリ，永田千奈訳『戦争プロパガンダ10の

原則』草思社， 2002年。アンヌ・モレリは，戦争プロパ

ガンダのーっとして「われわれは領土や覇権のためでは

なく，偉大な使命のために戦う」という主張をあげてい

る。
12)小単元「近現代日本の諸戦争Jの授業試案は，すでに
拙稿 11社会を批判する個人Jを育成する社会科歴史授

業一小単元「近現代日本の諸戦争」一J(全国社会科教
育学会『社会科研究』第68号， 2008年)において， 11社

会を批判する個人」を育成する社会科歴史授業」の事例
として，小単元のパート ll"'Vを筒略化したものを紹介
している。本稿では，紙幅の関係でパート Iと羽は割愛

したが，パート ll"'Vについては簡略化しないそのまま

のものを提示する。
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